
レースでは直線で強烈な
末脚を見せ、見事に初重
賞制覇！ 期待は持ってい
たが、本当に勝ってしま
うなんて… 私は驚きが大
きく、重賞制覇の実感が
沸いたのは帰りの飛行機
の中だった。

スタートは大丈夫か、しっかりコーナーを回れる
か、その１秒１秒が競馬を始めて以来、経験したこと
のない瞬間の連続だった。そして、気づけば彼は
一番にゴール板を駆け抜けていた。この新馬戦は
私の競馬人生で最も印象に残るレースになった。

去 年の４月、キャロットクラブのカ
タログを請求した。
馬体、血統などいろいろなことを考え、
悩みながら自分の最初の愛馬を
選びぬいた。
ライラックレーンの０６
ことフィフスペトル。
彼に私のクラブライフの
スタートを託した。

そ の後、函館２歳Ｓに出走する愛馬をこの目でどうしても
見たかったので、私は初めて北海道を訪れ、
真夏の函館競馬場へ向かった。
２番人気と高い評価を受け、私は誇らしい気分になった。

年　が明け、３歳になった彼はスプリングＳに出走し３着。
そして、クラシック第１弾の皐月賞に出走 !
あれから１年、カタログを見ながら、夢見ていたクラシックの舞台。
その舞台であの時選んだ最初の愛馬がパドックを周回している
ことに感動した。
その後はNHKマイルＣに出走し５着と、彼は現３歳世代のトップ
ホースの１頭として活躍している。

そして次走は競馬の祭典“日本
ダービー”へ！ 
最高の舞台で愛馬が走ってくれ
ると思うだけで幸せな気持ちに
なるが、それでも最高の舞台で
最高の走りを……と期待せずに
はいられない。
５月３１日までの時間は長い長い
２週間になるだろう。

11月に出走した京王杯２歳Ｓは惜しくも２着。
そして、朝日杯 FSを迎えた。
いつかは出走してくれればと思っていたＧⅠに最初の愛馬が有力
馬の１頭として出走している。結果もほしいが、何より無事に。
そんな気持ちでのレース観戦になった。
中山の坂を力強い脚で駆け上がる。前を行く馬たちを捕らえる
勢いだ！「行け！フィフス！」彼の末脚と共に私の声にもどん
どん力が入った。
しかし、結果はアタマ差届かずの２着。
ゴール板があと少し後ろだったら…… など悔しい気持ちも
あったが、ＧⅠで２着というすばらしい走りを見せてくれた彼に
とても感謝した。

スタートは大丈夫か、しっかりコーナーを回れる

フィフスペトル（牡３歳／鹿毛）

父：キングカメハメ
ハ／母：ライラック

レーン

母の父：Bahri

●競走成績 ７戦２
勝 

　函館２歳 S（Jpn
Ⅲ） 優勝　朝日杯

FS（JpnⅠ）２着

　京王杯２歳 S（J
pnⅡ）２着  スプリ

ング S（GⅡ）３着

●総 賞 金 １億３４
０万8,000円

　　　　 4,000万円
／一口価格 100,00

0円
募集総額
（全400口）

３ヶ月後、フィフスペトルのデビューが決まった。
いつもなら普通に見ている新馬戦がこの日は私の
メインレースになった。
朝から何回も新聞を開き、愛馬の名前を確認した。


